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電話０４７-３７９-６６６１ゼイゼイしない喘息

平成2５年最後の町医者だよりは、いつも患者さんに説明している話です。それは喘息って
ほとんどゼイゼイしないんですよ、という話です。平成２４年３月号の町医者だよりでも
「喘鳴の頻度」という話をしていますが、今回はもう少しレベルの高い論文を紹介いたします。

小児の喘鳴の頻度

前回の町医者だより後、もっと格調高い論文を発見しました。英国の呼吸器学会誌のThoraxに
掲載された論文です（Lai CK ら ６４（６）：４７６－４８３、２００９）。
１３歳から１４歳の子供と６歳から７歳の子供で世界的な規模で喘鳴（ゼイゼイ）の頻度を調
査しています。これはISAACという世界規模で行われている小児の喘息とアレルギーの研究の
一環として行われた調査です。１３歳から１４歳の子供に関しては９７カ国の２３３の医療機
関から約８０万人が対象になり、６歳から７歳の子供では６１カ国から約４０万人が対象に
なって２０００年から２００３年にかけて行われた調査の解析結果です。
１３歳から１４歳の子供での喘鳴の頻度（調査年1年間にゼイゼイした頻度）は世界規模で平均
１４．１％で北ヨーロッパ・東ヨーロッパの５．１％からオセアニアの２２％まで地域差があ
ります。この論文には世界地図が添付されており、日本の頻度を見ると多くても２０％未満で
す。次いで６歳から７歳のグループを見ると世界規模での喘鳴の頻度は平均で１１．５％でイ
ンドの６．８％からオセアニアの２１．７％までとやはり幅があります。世界地図での表示を
見ますと日本でのゼイゼイの頻度は２０％未満となっています。ゼイゼイする子供さんの頻度
は、収入が少ない国よりも多い国で増える傾向にあります。６－７歳の小児ですら日本でも２
０％未満（平均で１１．５％）しかゼイゼイしないとなると、「ゼイゼイしていないので喘息
ではありません」といまだに小児科の先生が説明しているとしたらちょっと怖い話です。ちな
みに当院初診時に成人でゼイゼイしている方は５％です。つまり、「ゼイゼイしない喘息」が
あるのではなく「喘息は（ほとんど）ゼイゼイしない」のです。

小児重症喘息の頻度

この論文には、１年間に４回以上ゼイゼイ発作があったり、喘鳴で1週間に1日ないしそれ以上
のペースで睡眠が妨げられるようなことがあった子供さんを重症小児喘息と定義しています。
１３歳－１４歳のグループでは平均６．９％が重症喘息で、日本は２．５－５％です。６歳－
７歳のグループでは、平均４．９％が重症喘息で日本での頻度はやはり２．５－５．０％でし
た。世界的に見る重症喘息の頻度は、先程のゼイゼイの頻度と異なり、収入が少ない国で頻度
が多くなる傾向にあります。この解析で用いられた重症喘息の定義がもしも本当ならば、この
基準を簡単に満たしてしまうお子さんが日本ではもっと多くいらっしゃるのではないでしょう
か。５％という数字はあまりにも少なすぎます。
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